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＊26 ＠＠プラスアルファ＠＠ 

モールの応力円から得られる 9-4-3 節の情報（１）～（３）が，9-3-2 節

ならびに 9-3-3 節で 

導いた式と一致することを確認してみよう。 

図に示すように，σ軸上のＣ点を通る垂線と応力円との交点を G，G’と

する。また，円周上の D 点，D’点，Q 点からσ軸に下した垂線とσ軸と

の交点を，それぞれ E，F，H とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）Q 点の横座標OHതതതതと縦座標QHതതതതは，図より次式で表される。 

  OHതതതത ൌ OCതതതത ൅ CHതതതത ൌ OCതതതത ൅ CQതതതതcos൫∠QCA൯  

ൌ OCതതതത ൅ CQതതതതܿݏ݋ሺ2ߠ௡ െ ሻߠ2 ൌ OCതതതത ൅ CQതതതതܿݏ݋ሺ2ߠ௡ െ  ሻߠ2

ൌ OCതതതത ൅ CQതതതതሺܿߠ2ݏ݋௡ܿߠ2ݏ݋ ൅  ሻߠ2݊݅ݏ௡ߠ2݊݅ݏ
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QHതതതത ൌ CQതതതതsinሺ2ߠ௡ െ ሻߠ2 ൌ CDതതതതሺߠ2݊݅ݏ௡ܿߠ2ݏ݋ െ ሻߠ2݊݅ݏ௡ߠ2ݏ݋ܿ

ൌ CDതതതത ቆ
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よって，Q 点の縦，横の座標値は式(9.13)，(9.14)と一致する。 
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（2）A 点の横座標OAതതതത，B 点の横座標OBതതതതは，図より次式で与えられる。 

OAതതതത ൌ OCതതതത ൅ CAതതതത ൌ OCതതതത ൅ CDതതതത ൌ OCതതതത ൅ ටሺCEതതതതሻଶ ൅ ሺEDതതതതሻଶ
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よって，Ａ点，Ｂ点の横座標は式(9.17)と一致する。 

また，ߪଵが生じる面の主軸となす角度 DCA は ௡ߠ௡より， tan2ߠ2 ൌ
ୈ୉തതതത

େ୉തതതത
ൌ

߬௫௬ ቀ
ఙೣିఙ೤
ଶ

ቁ⁄ ൌ
ଶఛೣ೤
ఙೣିఙ೤

 となり，式(9.16)と一致する。一方，ߪଶが生じる面の主

軸となす角度は, 図より DCBൌ2ሺߠ௡ ൅ ߨ 2⁄ ሻ なので，ߪଵが生じる主応力面か

ら更にߨ 2⁄  傾いた面となり，主応力面はお互いに直交することがわかる。 

 

 

 

 

（3）図より，主せん断応力の大きさはモールの応力円の半径となり， 

CDതതതത ൌ ඥሺCEതതതതሻଶ ൅ ሺEDതതതതሻଶ ൌ
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よって，応力円の半径は式(9.19)と一致する。また，せん断応力の大きさが

最大となる面の傾きߠ௧を図から求めると， 

tan2ߠ௧ ൌ tan2ሺߠ௡ േ ߨ 4⁄ ሻ ൌ
௦௜௡ቀଶఏ೙േ

ഏ
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௖௢௦ቀଶఏ೙േ
ഏ
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ቁ
ൌ

േ௖௢௦ଶఏ೙
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ൌ
∓ଵ
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ൌ ∓

ఙೣିఙ೤
ଶఛೣ೤

  

となり，式(9.18)と一致する。よってせん断応力が極値をとる面は，主応力面

に対して 

45°傾いていることがわかる。 


